









Diagnostic imaging by limited cone beam CT (3DX): 
Useful observation of a gutter-shaped root in a case
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　従来，根管形態を観察する場合には口内法X
線写真により行なってきたが，その形態を三次元
的に捉えるのは困難であった．しかしながら，歯
科用小照射野X線CT（株モリタ製作所，京都，
以下3DX曼する）の検査により複雑な根管形態
を観察することができるようになった．
　今回．歯内療法の術前診断に歯科用小照射野X
線CT（3DX豆）を用いることにより樋状根の観
察に有用であった1例を経験したので，その画像
を供覧し報告する．
　患者は44歳，男性，下顎左側第二大臼歯部の違
和感にて2004年12月22日本学を受診した．同年同
日，同部の精査のため口内法X線撮影と検査承
諾を得て3DX亘検査を行った．
　口内法X線写真では（写真1），下顎左側第二
大臼歯において近心側の歯槽骨の垂直的骨吸収と
歯根膜腔の拡大を認めるも，根尖病変の有無は明
確に観察できなかった．根管数は2根管として認
められた．3DX⑭像では（写真2），歯根膜腔
の拡大と根尖病変を明瞭に観察できた．さらに，’
口内法X線写真では2根管として観察された
が，水平断面像の観察においては，髄床底部から
近心根，遠心根は癒合しており樋状根を呈してい
た（矢印）．
　樋状根は下顎第二大臼歯または第三大臼歯の約
写真1：口内法X線写真：下顎左側第二大臼歯の
　　　根管数は2根管として認められる．
（200・1年2月25日受付：200・1年4月21日受理）
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写真2：歯科用小照射野x線CT（3DX司水平断面像；近心根，遠心根は癒合してお
　　　　り樋状根を呈している（矢印）．
30％の割合で出現する根管形態の異常のひとつで
ある．とくに樋状根の歯内療法後の口内法X線
写真において適確な根管充填が行われているにも
関らず，その予後が悪い症例に遭遇することがあ
る．この場合，これまでの根管形態の把握や根管
充填の結果が二次元的な画像診断によりなされて
きた．
　今回の症例のように歯内療法の術前に，根管形
態を三次元的画像診断により，術者への有益な情
報として，歯内療法の精度や予後の向上につなが
るものと思われた．
